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２
０
１
５
年
は
、
50
周
年
を
迎
え
た
大
阪
実

行
委
員
会
の
真
価
が
問
わ
れ
、
そ
の
役
割
が
よ

り
明
瞭
に
な
っ
た
１
年
と
言
え
ま
す
。
一
つ
は

沖
縄
に
お
け
る
翁
長
知
事
の
勝
利
の
も
と
で
、

辺
野
古
新

基
地
反
対

闘

争

で

「
オ
ー
ル

沖
縄
」
の

発
展
と
全

国
的
課
題

へ
の
方
向

が
明
確
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。 

 

も
う
一
つ
は
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
と
日
米

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
実
行
し
、
自
公
政
権
が
戦

争
法
を
強
行
可
決
し
た
こ
と
と
同
時
に
、
そ
の
改
憲
や
民
主
主
義
否
定
の
安
倍
政

権
に
対
す
る
広
範
な
国
民
の
た
た
か
い
が
広
が
っ
た
こ
と
で
す
。
戦
後
70
年
、
憲

法
体
制
が
覆
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
沖
縄
と
戦
争
法
廃
止
の
た
た
か
い
は

未
来
を
さ
し
示
す
大
道
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
の
深
淵
は
、
２
０
１
１
年

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
に
さ
か
の
ぼ
り
、
原
発
の
「
安
全

神
話
」
が
ウ
ソ
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
や
家
族
の
生
活
基
盤
が
崩
さ
れ
て
い

く
経
過
を
知
っ
た
か
ら
で
す
。
同
時
に
、「
人
は
何
の
た
め
に
生
き
、
何
の
た
め
に

役
立
ち
た
い
の
か
」
多
く
の
人
に
人
生
観
の
問
い
か
け
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

白
井
聡
氏
の
「
戦
後
の
墓
碑
銘
」
で
も
「
３
・
11
以
降
、
多
く
の
国
民
が
素
朴

だ
が
決
定
的
な
疑
問
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
な
ぜ
こ
の
国
で
は
、
あ
る

分
野
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
ど
れ
ほ
ど
合
理
的
な
反
対
や
批
判
が
あ
ろ
う
と
も
、

民
意
は
絶
対
に
尊
重
さ
れ
ず
、
政
策
は
強
行
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
基
地
問
題
と

原
子
力
政
策
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

沖
縄
戦
、
ア
メ
リ
カ
占
領
支
配
の
悲
惨
な
歴
史
を
経
、
集
中
し
て
い
る
米
軍
基

地
の
解
決
を
求
め
る
マ
グ
マ
が
２
０
１
３
年
の
「
建
白
書
」
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
、
11
月
22
日
の
大
阪
府
知
事
選
挙
、
大
阪
市
長
選
挙
の
結
果

は
残
念
な
結
果
で
し
た
が
、
保
守
・
革
新
を
超
え
た

「
共
同
」
を
、
沖
縄
の
よ
う
に
つ
く
り
だ
し
て
い
く

の
か
改
め
て
考
え
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。 

さ
て
、
２
０
１
６
年
を
迎
え
て
、
引
き
続
く
沖
縄

の
た
た
か
い
で
は
、
翁
長
県
政
は
、
政
府
に
よ
る
強

硬
姿
勢
に
反
対
し
て
、
裁
判
闘
争
な
ど
の
た
た
か
い
も
す
す
め
ら
れ
ま
す
。
辺
野

古
で
の
現
地
反
対
行
動
も
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
辺
野
古
新

基
地
反
対
を
沖
縄
だ
け
で
な
く
全
国
民
の
世
論
へ
と
広
げ
切
る
こ
と
で
す
。
政
治

戦
と
し
て
１
月
24
日
投
開
票
の
宜
野
湾
市
長
選
挙
、
沖
縄
県
会
議
員
選
挙
（
６
月
）、

参
議
院
選
挙
（
７
月)

が
た
た
か
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
も
、
戦
争
法
廃
止
署
名
（
総

が
か
り
実
行
委
員
会
）の
２
千
万
筆
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。 

３
月
26
日
に
は
、
安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会
結
成
50
周
年
の
記
念
行
事
と

50
年
史
の
出
版
が
行
わ
れ
ま
す
。
激
動
の
２
０
１
６
年
に
お
い
て
、
改
め
て
安
保

破
棄
実
行
委
員
会
の
役
割
と
今
後
の
展
望
を
し
っ
か
り
も
ち
、
次
な
る
地
歩
を
固

め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

12
月
４
日
に
、
安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会
主
催
で

「
辺
野
古
新
基
地
は
許
さ
な
い
」
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

植
田
事
務
局
長
か
ら
「
辺
野
古
新
基
地
阻
止
の
た
た
か

い
」
を
テ
ー
マ
に
話
を
し
、
西
弁
護
士
か
ら
「『
国
』
対
『
沖

縄
』
…
裁
判
等
を
巡
る
紛
争
の
現
状
と
今
後
」
を
テ
ー
マ

に
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

植
田
事
務
局
長
は
、
そ
も
そ
も
辺
野
古
へ
の
基
地
建
設

が
ど
の
よ
う
な
経
過
で
決
め
ら
れ
た
の
か
、
い
か
に
そ
の

決
定
が
道
理
の
な
い
も
の
で
あ
る
の
か
、
現
在
の
オ
ー
ル

沖
縄
に
至
る
経
過
、
翁
長
沖
縄
県
知
事
が
ど
の
よ
う
な
人

で
あ
る
の
か
、
米
国
の
辺
野
古
新
基
地
の
狙
い
と
安
保
廃

棄
の
必
要
性
、
そ
し
て
、
来
年
１
月
に
行
わ
れ
る
宜
野
湾

市
長
選
挙
が
い
か
に
重
要
な
選
挙
で
あ
る
の
か
な
ど
が
語

ら
れ
ま
し
た
。 

 

西
弁
護
士
は
、
仲
井
眞
前
沖
縄
県
知
事
が
行
っ
た
辺
野
古
埋
め
立
て
承
認
を
、

翁
長
知
事
が
取
り
消
し
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
沖
縄
防
衛
局
な
ど
政
府
側
が
工
事

を
進
め
る
た
め
に
い
か
に
理
不
尽
な
事
を
し
て
来
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
な
ど

を
、
分
か
り
や
す
く
語
ら
れ
ま
し
た
。「
取
り
消
し
の
取
り
消
し
」
を
さ
ら
に
取
り

消
さ
せ
る
た
た
か
い
と
い
う
や
や
こ
し
い
状
況
で
す
が
、
国
が
沖
縄
県
に
強
行
し

よ
う
と
す
る
「
行
政
代
執
行
訴
訟
」
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
を
め
ぐ
る
意
味
と
沖

縄
県
か
ら
の
「
執
行
停
止
」
に
対
す
る
裁
判
準
備
な
ど
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
法
廷
闘
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、
全
国
か
ら
の
運
動
・
支
援
の
力
を
法
廷
に

結
集
さ
せ
る
こ
と
。」
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
か
ら
「
辺
野
古
新
基
地
は
許
さ
な
い
」

の
声
を
大
き
く
し
て
い
く
こ
と
が
絶
対
必
要
な
の
だ
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

 

26
人
の
参
加
で
、
１
万
４
，
６
０
０
円
の
宜
野
湾
市
長
選
挙
支
援
カ
ン
パ
も
集

ま
り
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
連
続
し
た
学
習
会
を
行
い
ま
す
。 

【
参
加
者
の
感
想
よ
り
】 

○
こ
の
よ
う
な
学
習
運
動
を
、
地
域
で
も
大
き
く
行
っ
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
、
行

政
区
ご
と
な
ど
。 

○
も
っ
と
も
っ
と
安
保
条
約
に
こ
だ
わ
っ
て
た
た
か
い
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。 

○
今
後
の
闘
い
に
勇
気
を
頂
く
お
話
で
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。 

○
歴
史
を
ふ
ま
え
た
お
話
で
良
か
っ
た
で
す
。
地
方
自
治
を
軽
視
す
る
政
府
に
審

判
を
下
し
た
い
。 

○
翁
長
さ
ん
を
応
援
し
て
い
き
な
が
ら
、
民
主
主
義
が
勝
利
で
き
る
日
本
を
つ
く

っ
て
こ
う
と
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

○
裁
判
に
つ
い
て
、「
も
や
っ
」
と
し
て
い
た
も
の
が
「
す
っ
き
り
」
と
し
ま
し
た
。 

安
保
破
棄
ニ
ュ
ー
ス 
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 毎月、２３日を中心として、

安保破棄大阪実行委員会定例

宣伝を行っていますが、11 月

は、大阪ダブル選挙の真っ最中

ということで、中止にしまし

た。 

 12 月は、22日（火）に行い

ます。昼の12時から淀屋橋で

す。 

戦争法をなにがなんでも廃

止に追い込むためにも、沖縄で

の裁判闘争に勝利するために

も、大阪でも大きく声を上げて

いく必要があります。 

今年最後の宣伝行動となり

ます是非江ご参加ください。 

１２・４学習会 
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年末年始、安保の事業活動にご協力お願いします。 

ほほえみりんご（１箱１０キロ入り、３，９００円）は、２

月 19 日まで扱っています。ご注文からお届けまで、１週間ほ

どかかることがあります。 

泡盛「美しき古里」は、普段は１ダース１３，２００円（送

料込み）です。1本1,300円でばら売りもしています。 

 日高昆布は、１袋１７０ｇ入りで、１０００円です。１０袋

以上のご注文で、送料無料とさせてもらっています。 

１
０
０
０
円 

３
９
０
０
円 

１
ダ
ー
ス
１
３
，
２
０
０
円 

・ 11
月
７
日
～
８
日
の
日
程
で
、
安
保
破
棄
中
央
実
行
委
員
会
全
国
代
表
者
会
議
が

沖
縄
で
開
か
れ
ま
し
た
。
19
都
道
府
県
、
８
団
体
か
ら
75
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
大
阪
か
ら
は
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

討
論
の
中
で
は
、
全
体
で
３２
人
の
参
加
者
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
大
阪
の

４
人
全
員
が
、
宜
野
湾
市
長
選
挙
勝
利
に
向
け
て
の
大
阪
で
の
取
り
組
み
や
、
青

年
の
活
動
、
沖
縄
連
帯
の
思
い
を
発
言
し
ま
し
た
。 

 

辺
野
古
新
基
地
建
設
を
許
さ
な
い
海
上
で
の
た
た
か
い
の
様
子
や
、
こ
れ
か
ら

の
法
廷
闘
争
に
対
し
て
の
運
動
な
ど
、
沖
縄
県
か
ら
の
リ
ア
ル
な
発
言
も
続
き
ま

し
た
。 

 

首
都
圏
で
の
米
軍
に
よ
る
訓
練
の

実
態
も
出
さ
れ
、沖
縄
だ
け
で
な
く
、

全
国
が
一
つ
に
な
っ
て
、
日
米
同
盟

の
異
常
さ
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
伝

え
、
運
動
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
が
多
く

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

来
年
１
月
に
行
わ
れ
る
宜
野
湾
市
長
選
挙
で
、「
オ
ー
ル
沖

縄
」
の
候
補
と
し
て
立
候
補
を
表
明
し
て
い
る
、
シ
ム
ラ
恵

一
郎
さ
ん
が
駆
け
付
け
、
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪

か
ら
、
寄
せ
書
き
の
檄
布
を
手
渡
し
、
選
挙
勝
利
の
決
意
を

固
め
ま
し
た
。 

 

８
日
の
会
議
終
了
後
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
キ
ャ
ン
プ
シ

ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
、
瀬
嵩
の
浜
、
名
護
共
同
セ
ン
タ
ー
、
高

江
を
回
り
、
連
帯
の
行
動
を
行
い
ま
し
た
。 

○
宜
野
湾
市
長
選
挙
支
援
カ
ン
パ
の
お
願
い 

２
０
１
６
年
１
月
24
日
投
票
で
行
わ
れ
る
沖
縄
・
宜
野
湾
市
長
選
挙
は
、
辺
野

古
新
基
地
を
許
さ
ず
、
普
天
間
基
地
の
無
条
件
撤
去
を
強
く
推
し
進
め
、「
オ
ー
ル

沖
縄
」
流
れ
を
決
定
づ
け
る
重
要
な
選
挙
で
す
。 

シ
ム
ラ
さ
ん
の
勝
利
で
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
反
対
、
普
天
間
基
地
即
時

閉
鎖
・
撤
去
の
流
れ
を
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

大
阪
か
ら
も
選
挙
勝
利
の
た
め
に
、
現
地
支
援
団
を
派
遣
し
ま
す
。 

選
挙
勝
利
の
た
め
、
連
帯
・
支
援
の
カ
ン
パ
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

カ
ン
パ
袋
を
必
要
な
方
は
、
大
阪
安
保
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

わ
か
も
の
集
ま
れ
‼
沖
縄
い
こ
か
の
会 

 

１１
月
３０
日
に
「
わ
か
も
の
集
ま
れ
！！
沖
縄
い
こ
か
の
会
」（
大
阪
青
年
沖
縄

ツ
ア
ー
実
行
委
員
会
）
の
第
５
回
目
を
開
き
ま
し
た
。
今
回
は
、「
沖
縄
に
基
地
は

ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
な
」
学
習
会
と
、
沖
縄
に
持
っ
て
い
く
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
作
成

を
行
い
ま
し
た
。 

 

来
年
２
月
２０
日
～
２２
日
の
日
程
で
ツ
ア
ー
を
お
こ
な
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
カ

ン
パ
を
集
め
て
い
ま
す
。
多
く
の
青
年
が
ツ
ア
ー
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。 

 

戦
争
法
阻
止 

 

ス
ト
ッ
プ
ヤ
マ
サ
ク
ラ
６９
大
集
会 

 

１２
月
５
日
、
伊
丹
市
昆
陽
池
公
園
で
「
戦
争
法
阻
止
ス
ト
ッ
プ
ヤ
マ
サ
ク
ラ
６９

大
集
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
伊
丹
市
の
陸
上
自
衛
隊
中
部
方
面
総
監
部
で
行
わ

れ
る
、
日
米
共
同
軍
事
指
揮
所
演
習
（
ヤ
マ
サ
ク
ラ
）
に
反
対
す
る
集
会
で
す
。 

 

好
天
に
恵
ま
れ
、
４
０
０
人
が
参
加
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
た
舞
台
の
壇

上
に
は
、
兵
庫
県
選
出
の
県
会
議
員
な
ど
地
方
議
員
が
登
壇
。
沖
縄
か
ら
は
大
久

保
県
平
和
委
員
会
事
務
局
長
が
沖
縄
新
基
地
反
対
の
報
告
を
し
ま
し
た
。 

大
阪
か
ら
も
、
中
央
区
安
保
事
務
局
長
の
北
川
さ
ん
や
、
大
阪
平
和
委
員
会
、

旭
区
平
和
委
員
会
、
大
教
組
な
ど
か
ら
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
集
会
後
、
１
時
間
ほ
ど
の
デ
モ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

 

2015年 

12月 

11日（金）50周年誌編纂委員会（14:00∼） 

12日（土）関西勤労協総会 

13日（日）新婦人大阪府本部大会 

15日（火）50周年行事委員会（14:00∼） 

22日（火）23定例宣伝行動(12:00∼淀屋橋) 

50周年誌編纂委員会（14:30∼） 

      大阪安保忘年会（18:00∼） 

２０１６年 

１月 

６日（水）常任幹事会(10:00∼大阪安保) 

８日（金）沖縄「行政代執行訴訟」第２回 

15日（金）宜野湾市長選挙支援第1陣出発 

（～19日）

21日（木）宜野湾市長選挙支援第２陣出発 

（～24日）

24日（日）沖縄県宜野湾市長選挙投票日 

25日（月）23定例宣伝行動(12:00∼淀屋橋) 

     映画「校庭に東風吹いて」成功させる会

29日（金）岸和田安保定期総会 

     沖縄「行政代執行訴訟」第３回 

2月 

３日（水）常任幹事会(10:00∼大阪安保) 

13日（土）大阪安保2016年度幹事会（総会） 

     大阪革新懇総会 

14日（日）安保破棄全国代表者会議（東京） 

19日（金）～22日（月）「沖縄の声を聞こうツアー」

（大阪青年沖縄ツアー実行委員会）

当 面 の 予 定 

2016年安保破棄大阪実行委員会幹事会

（総会） 

2016年 2月13日（土）13時30分～17時 

大阪府社会福祉会館405号室 

講演 

「首都圏における日米同盟強化の 

現状について」 
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名護共同センターにて 


